
講演 議務

考える生産性の向上(続)

北川一栄

まず「考える生産性|とし、う変な三葉を使うわけを申

します.これからは情報化社会になるといわれていま

す.いままでの工業社会では， いろいろなことを考え

る，情報を処理する，技術計算をする，事務処理をする

のは大部分人聞がやっていたわけで，人間のやるスピー

ドでこれらの発達条件がきまっていた.他方 200 年ほど

前に 1 つの技術革新がおきて人間の肉体労働を機減化す

るという，いわゆる工業社会の幕が上がった.その進歩

につれそれぞれの知恵を集めるのに言葉，動作が主であ

ったものを，文字，数字，図形を印刷すること，つまり情

報革新をすすめて，人聞がーカ所に集まらなくても多人

数の知恵を集められることになった.この両方で，もの

をつくる工業社会が非常な勢いで進歩した.肉体労働を

機械化することによって労働の生産性はうんと上がっ

た.ところが，かならずしも機械化できず，カンとコツ，

いわば熟練に頼らなければならない作業もたくさんあ

る.どちらかというと技術屋は大いに機械化しなきゃな

らんというが，事務系統のほうはかならずしもそうでは

なく，もっと熟練するための努力をしなきゃならない，

といわれる

私が会社に入った50年前にも，機械化できない作業が

たくさんあって，そういう作業のことに重点を置いて，

いわくし、し、難しといった例を盛んにあげて熟練者となる

話がされていた.話としてはおもしろいが，労働生産性

を上げるということが工業社会の l つの特徴で‘あるにも

かかわらず，熟練しろ，熟練しろといわれるので，われ
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本誌・昨年度 8 月号には 4 月に行なわれた北川会長

の会長就任記念講演の予稿を掲載いたしましたが，その

後 11月 12 日に，当学会関西支部が(社)日本経営工学会関

西支部と共同で、開催した「関西OR特別講演会」におい

て，北川会長は 4 月の講演にひきつづき同じ演題を掲げ

て講演をされました.これは前回の講演の続篇ともいう

べき内容ですので，ここに掲載して広く全国の会員・読

者諸氏にお伝えいたします編集委員会)
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われは気にいらない.熟練を待っていたのでは何年もか

かるし，熟練度も人によって違う.そうすると均一な品

質のものはできないではなし、かといって反発はするが，

それではどうやっていつ反射炉に松丸太をほうり込むか

を測定するかといわれると，それは私の専門外だという

ことで逃げざるを得なかった.

いずれにしても士業社会というのは，労働の生産性，

資本の生産性を上げるということが大きな特徴の 1 つで

あったと思う.ところが，工業社会には l つの制約条件

があった.それは情報を処理することを人間にたよって

いたことです.もっとも速く情報を処理するものは，お

そらくしゃべる速さだと思うが，それでも 1 時間にせい

ぜい数万字程度ということで，ここに工業社会の限界が

あったと思う ところが30年余前コンビュータが出てき

て，情報の処理を電子機械化することがはじまった.つ

まり工業社会の限界条件がとれたわけで情報を処理

する J ， r考える i といったことが機械にかけられて非常

に速くなった.これからは， I 考える生産性jを上げると

いうことを重点、とする社会となるわけです.そこでいま

まであまり重点的に考えていなかったこの考える生産性

を上げるということを考えてみたいと思うのです.

情報化，経営科学，非専門学と

ブラ'"クボックス

考えるといっても，自分で考えるということと，大勢

の考え方を集めるというのと 2 つある.自分で考えると

いうものについてはかならずしも情報化する必要がな

し体得を主としてもよいが，大勢の知恵を集めようと

するとどうしても情報化しなければ集めようがない.ど

んなし、し、ことを考えていても，それが情報化されていな

ければ集めようがない.そこで，考える生産性を上げる

ための l っとして情報化を進めるということをいろいろ

と反省してみたし、ということが，お話ししたし、ことの 1

つです.

情報化されたものについては 1 E だとか， QC , 0 

Rなどを適用して学問的に処理することができる.とこ
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ろが現実には，情報化できないことが非常に多い.そう

いうことを含めてわれわれは，物をつくり，生活しなく

てはならない.したがって，経営科学というものをどう

すれば企業が使うことができるか，一般人が使うことが

できるか，さらに実際の中から経営科学を引き出してい

くかというのが私の 2 番目にいいたし、ことです.

3 番目にいいたし、ことは，時代の質が変わるのですか

らその新しい時代を考えるときには，いちど何もかも従

来の専門から離れて考え直さなければならない.また，

組織をそのままにして時代を進めていくとかならず各組

織の各部各省にまたがる事柄が出てくる.そして縦割り

の社会では話し合いができなくなる.どうしてもインタ

ーティシプリナリーの話し合いができるようにしなけれ

ぽならない 現実問題としてはいままでの工業社会は定

J号していたから，それぞれが専門学にわかれて，そのJ，V会

門だけ学んで会社に入って，自分の専門だけをやってい

れば，経符を通じて総合された.したがって，われわれ

は，いままでは専門学を勉強することでよかった.しか

し，インターディシプリナリーになるためには専門学の

ほかに，自分の専門以外のものでも現実の社会では併用

して使わなければならない.

また，たとえば飛行機，汽市を利用するまえに，いち

いちこの飛行機はどうし、う構造で，どれだけの信頼性が

あるかを検討してから来るわけではない.つまり，それ

らをブラックボックスとして活用している.だから，ど

うしても新しい担会についてもフラックボックスとして

活用するための勉強方法も考え白さないと，インターデ

ィシプリナリーと rJ でいつでもなかなかで、きない.こう

いうことについて私なりの話をしたい

情報化社会へはまだまだ・"

まずコンビュータが出てきていろんな進歩があります

が，ここでは私なりの l つの考え方をお話しします.

コンビュータが出て30年あまりたった.しかし現実問

題としてはまだ超 L S 1 といったものの研究をはじめて

いるところで，それに 5 年近くかかるであろうといわれ

ているし，超L S 1 ができてそれをどう使うかというの

もまだまだ先の話です.

また，現在は，いろいろな情報はテレビにしろラジオ

にしろ雑誌にしろ一方交通です.相互方向にならないと

お互L、の意志伝達はできない.欣送は20年~30年で，日

本中にずっと広まった.しかし，相互方[ÍIJの電話をほと

んどの人が持てるようになったというのは，つい最近の

ことで，だし、 fこし、 100 年かかった.だから，一方交通の

テレビ，ラジオは割合に速く浸透しでも，その情報が相

互方';'Jに活用されるのはまだまだこれから先，まだ数十
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年かかるのではないか.多摩ニュータウンではもっとも

簡単なものを要求によってTVの受像機にデジタルに出

す，ということを試験的にはじめている.東生駒ではこ

の 2 ， 3 年先になりますが，もう少し復雑なものも要求

によって画聞に出てくる，ということをやっている.そ

れには噌従来の同軸ケーフ)レで、はとても経済的にもたな

いということで，ガラス繊維を使ったし、わゆる光ケープ

ノレでやりかけている.光ケーフソレになると，電波ではあ

りませんから電磁誘導障害を受けないし，減京も少ない

わけでず.

また工業社会が定着するまでには，肉体労働を機械化

するいろんなものが出てきて，いわゆる産業革命を生じ

た.その産業でつくったものを誰でもが利用できるため

のネットワークが張られた.つまり，通信網だとか電力

制だとか道路ができて，誰でもそれを利用することがで

きるようになり，社会変革を通じて工業社会へ定着して

きたわrtです.同様にコンピュータを利用するネットワ

ークが誤られてどこからでもどこのコンピュータも自由

に使えるという形にならないとやはり定着してこない.

そういうリソース・シェアリング・ネットワークとい

うのはヨーロッノ勺アメリカにもありますし，日本もは

じめていますけれども，まだまだ一般大衆のものにはな

っていない そういうふうに考えると，コンビュータが

出て 30年ほとたちますが，つぎの社会が定着するまでに

はまだ数卜年かかるのではないかと思います.

過渡期における組織の障害

現f'E'í工業社会からつぎの社会への過渡期です.われ

われは定話した工業社会に慣れて，その工業社会の常識

が当然で，変わらないというふうに思いすぎてはいない

か.しかし，従来の経験が役に立つものもあるし，役に

立たないものも H:lてくる.過渡期には，定治ーした社会の

常識というものでは具合が悪いということを各方面で考

え直さなければならない.

非常に竜要なことの I つは，組織です.社会が定着し

たときには大勢の人が仕事をするためにかならず組織を

つくらないと効率が上がらない. 日本が工業社会へ進む

ときには，まず組織から変えた.現時点は官庁も企業も

大部分はτー業社会を進めるのに適当な組織の下でやって

いる.そこで時代が変わるにつれて，組織をそれに合わ

せて変えようとすると，非常に祇抗がある.しかし過渡

期でいろんなことが進行してし、くときには，それに合う

ように組織を変えなければならない.組織をしょっちゅ

う変えて，しかもうまくいくようにするにはどうしたら

よいかということは，国としても企業としても非常に電

要なことです.
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マイクロコンビューター一つぎの社会へ

コンピュータ，超L S l, リソース・シェアリング・ネ

ットワーク，あるいは光ケーフソレというのはこれから進

んでし、く途中です.いままで、の経過をたどってみると，

工業社会のときには，変えやすいところから肉体労働を

機械化していった.したがって割合楽に入っていけた.

ところがっき、の社会で、はコンピュータが出てきたが，こ

れが非常にむずかしい.まだまだ専門家でないとわから

ない しかも非常に値段が高い，というので生産性向上

に使われるより先にアメリカとソ連で国防に使われた.

そのうちにだんだん安くなってきてから，企業で使われ

るようになってきた.と同時に今度はそれをあまり高い

から自分 1 軒では持てないので，タイム・シェアリング・

システムが出てきた. この時分はコンビュータそのもの

がどちらかというと専門家でないと使えない.逆にいう

と専門以外のものは使えずコンビュータか， それは

専門家にやらせておけ」と，それをどういうものか知ろ

うとしない人聞が非常に多かった

そのうちにミニコンが出てきて，非常に値段が安くな

り，各企業は，ある程度システム・エンシニアリングの

ことを新入社員に教えておけば彼らはミニコンをある程

度使うことができるとしづ状態になってきた.一方，タ

イム・シェアリング・システムだけではなくもっと各人

がその利益を享受できるようなネットワークが必要とな

り，そのうち政府が担当しなくてはならないもの，たと

えば医療ネットワークだとか，行政ネットワーク，ある

いは交通ネットワーク，そういうものをやるためのシス

テムづくりなどを各省でそれぞれ勉強している.いずれ

にしても， ミニコンの出現でかならずしも専門家でなく

てもあっかえるようになってきた.

そのうち今度はマイクロコンビュータが出てきた.非

常に安くなったので，中学生，高校生もそれを使うよう

になった.いよいよ大衆化してきて，これによってはじ

めて情報化社会へ本当に進めるようになった.いまの中

学生，高校生はかならずしもコンビュータの理論を知っ

ているわけではない.マイクロコンピュータのキットを

買って，割り合い簡単にそれを組み立ててゲームをやっ

たりいろんなことに使う.ブラックボックスとしてある

程度こなしている.そうしますといよいよ大衆がそれを

利用しようとする傾向が出てくるわけですから，今度は

本当の意味でのつぎの社会へ進んでいくのではないか.

別のし、し、方をしますと，知識集約的な形に産業構造を

変えなければならない.コンビュータが出た時分に考え

られた知識集約産業というのは，ファッションだとか，

ファイン・ケミカルだとか，工業社会の延長で、考えたも
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のであった.ところが，マイクロコンビュータが簡単に

大衆的に使われるようになると，つぎの社会の常識で、考

え出す産業がこれから 10年 15年の聞にどんとん出てくる

のではないか，そういう意味で，へンチャー・ビジネス

というか，こまわりのきくやり方というものに相当注意

を払う必要がある.大企業もそういった意味で、動かない

といけない.大企業はこまわりはききません.縦割りの職

制もあってなかなかできない.そこでアメリカでは新製

品開発というよりも，大企業の中のベンチャービジネス

とし、う形で，プロジェクトとしてそういうものを進める

ようなことをしている.各企業の内部の情報化とともに，

これからの 10 年 15 年の聞に新しいつぎの社会に適応し

た，いわゆる知識集約産業的なものが出てくるのではな

し、かと思います

日本人はもっと情報化を

それではマイクロコンピュータは大衆的なものとなっ

て誰でも使えるか，というとそうはし、かない.そのもっ

とも大きな原因のひとつは情報化にある.情報化しなけ

ればコンビュータに入らない.ところがし、ろんな相互の

情報交換は75%は音声によっているんだそうです.そう

するとマイクロコンビュータであれ，どんなコンビュー

タであれ，入出力は単なるデジタノレなものとか特殊な映

像的なものとかだけではだめで，あらゆる現象を入出力

できる ， fiJさからなにからみんな情報を利用できる形の

ものにならないとなかなか進まない.

しかしちょうど工業社会で作業を機械化できるものに

も限界条件があるのと同様に，情報化するのにも限界条

件がありますから，これからはよほど入出力の情報化と

いうことが進まないカ‘ぎり，コンビュータによる社会の

変化は早急には進まないのかもしれない.そこでわれわ

れはもう 1 度情報化ということを考え障す必要があるの

ではないかと思うのです.

明治時代に日本にいて日本の哲学を知ろうとして弓道

を修めて帰国したへリゲルというドイツ人教師がその著

書の中で，日本とヨーロッバは習慣が違う，日本は同一民

族の集まりで，ていねいにいわなくても通じ合えること

もあって，情報化とし・うことに重きを置いていない.だ

からその文章を読んで日本の哲学はなっていないと即断

することは誤りだといってドイツ人をたしなめている.

同時に，日本人が日本の哲学は立派だ立派だといってみ

たところで， ドイツにいる人聞が日本の析学をどうして

わかるんだ. ドイツにいる人聞は日本から送ってきた本

をみなければ日本の哲学はわからないのだから，日本人

はもっと情報化するということにカを注げ，と日本人を

もたしなめています.
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これは明治時代の話にもかかわらず，日本人にはあま

り実行されていない.たとえば，作文というものは中学く

らいまでで以後はもう作文の練内は，まずない.先生方に

は悪いけれども，輪講でも外国の文献を読んで同じクラ

スの連中の前で発表する.先生方がそれを聞いて，内幸与

を評価するだけのようです.ところがヨーロッパ，アメ

リカの輪講はそれだけに重点があるわけで、はない.話，

表現の仕方をていねいに注意している.表現ということ

をヨーロッパ，アメリカでは非常に大切に考えている.

アメリカのようにいろいろな人種の集まりではやはり表

現を通じてしか意志疎通ができませんから，それは非常

にやかましい.

コンピュータを使おうとすると情報化しないと使えな

いのですから，あらためて情報化ということにもっと意

を注がないといけなし、，ということです.いわんや縦割

り社会ではなおさらそれが必要です.

非専門学の学び方

最後のインターディシプリナリーに関連して.

いままでの縦割りでもうまくいったというのは，社会

が定着して，それぞれの専門が同じ程度に進んでいます

から経償を通じて総合することができたからで、す.これ

からは新しいものがし、ろいろ進む，あるものはあまり進

んでいない，というふうにパランスがとれたかっこうで

はないので，あらゆる場合に専門の違うものとの話し合

いをじようずにしなければならないし，情報化というこ

とを改めて考え直す必要がある.それには専門学だけの

知識では不十分で，自分の専門でないものもどう覚える

かがだいじです.自分の専門でないものを専門学を学ぶ

のと同じ方法で勉強したんでは専門家と同じだけの年数

がかかりますから，自分の専門でないものを効率的にど

う覚えるか，とし、う実行方法を考えないといけない.

私なりの例を申し上げてみます.日本の大学はだし、た

い学問別にわかれている.しかし，社会では学校，研究

所をのぞいては，学問別にわかれていない.製品目1]ある

いは機能別にわかれているのです.

私は製品別にわかれた電線会社に入った.ところがき

て電線に関する知識，つまり，電線の材料，設計，製造，

検査，保守をする知識などを考えてみると，ほとんど知

らない.大学でどれだけのことを滑ったかと思います

と，電気材料の中で電線とはこういうものだということ

で， 10分ないし 15分話を問いただけです. 3 年間勉強し

てその中で、直接役に立つのは 15分しかない.これでは非

常にまずい.工業教育協会でこの話をしたら，先生方か

らそんなことはない，大学で潤うことはすべて役に立っ

と反論されました.私は役に立たないといっているので

1977 年 3 月号

はない.宵ったことは全部役に立つが，職種目1]，機能別

の目的に対しては効率的ではなかったというわけでト，目

的がちがう以上当然のことです.

専門以外のことも専門と同じような方法で覚える方法

もあります. 8 月号に述べてある社内輪講はその l つの

方法です.さらに私の感じたことの l つは 3 年間大学

にいったけれども学問別だったため現実に役に立ってい

ることは 15分間だったわけで，そういうふうに考えてみ

ますと経済学部を出ても法科を出てもこの会社で電線を

やっているかぎりでは 15分間分だけの繰り返しをやって

いるにすぎないはずだ.そう考えると非常に楽になる.

その 15分間分をなんとかして覚えれば，それでその会社

では話し合いができるはずです.そうなると，わからな

いことがあるたびにそれそ、れの専門家のところへ聞きに

いけばいい.自分では調べない.別の専門家のやってい

る繰り返しに自分の仕事を組み合わせると，自分のほう

がその人より余計に知っていることになる.そこでたと

えば製造部長が務まるわけです.

そのうちにORが新しく出てきたので、OR の本を買っ

た.けれども 1 ベージ読むと頭が痛くなる.とにかく待

ち合わせとか，サイパネティックスだとか出てくる.だ

いいち慣れていまぜんから頑が痛くなるだけでなく，読

んでもすぐ忘れてしまう.これでは困ると考えた結果は

こうなった.つまり， ORは経営管理に必要なものだ.

すると自分が毎日やっていることの中にそういうものが

あるに違いない.そこで、現実の場合に絶えず注意してい

ると，ある l つの現象のときに使われる用語がこちらが

使うのと違う.するとああし、う状態のときにこういう言

葉を使うのかと莫然とわかるようになる. 2 , 3 年，そ

ういうことの繰り返しをやると，ちょうど赤ん坊が言葉

を覚えるのと同じ方法で実際の中から覚えられる.

いずれにしても専門学を覚える方法で非専門学を覚え

ると大変な時間がかかります.しかし，自分の専門以外

のことは概論だけ知っていればいい，あるいは基礎だけ

知ってL 、ればし、L 、，ということになるのでしょう.ただ

それをどういう形で覚えるかということが問題です.

ブラックボックスとしての活用

いままでいろいろなプログラムが組まれていますけれ

どもそれを組むのは大変だった.だから，そのプログラ

ムを組んだ人がいなくなるとわからないところが出て

くる.そういうことではブラックボックスとして利用で

きない フラックボックスにするには非常に信頼性のあ

るものにしなければならない.そのためにはプログラム

のっくり方を各例人まかせではだめで，プログラムのっ

くり方もいろいろ進歩してきた.この 10年間にノ、ードウ
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ェアは48倍生産性が上がったそうですが，プログラムの

生産性は 10年間に 2Mしか上がっていないそうです.そ

れでも上げるためにそジューノレ化だとか，構造化プログ

ラミングとかし、ろいろに進んではきているが，ますます

そういうソフトウェアの生産性を上げるということをや

らないといけない.

一方，コンビュータがマイクロコンピュータという形

で大衆にも利用されるようになる，あるいはミエコンで

各企業の人がやるようになりますと，当然プライパシー

の保護だとか，ソフトウェアの信頼性あるいはシステム

監査ということをどうしでもやらないといけない. \，、し、

かえますと，今度はそういうプラックボッグスとして使

えるような形のソフトウェアをつくら tcC、といけない.

そうなればわれわれはブラックボックスとして活用でき

るということではなかろうか，と考えます.

技術導入と情報化

1 E だとかQC だと泊、ORだとかあるし、はシミュレー

ションだとかし、ろんな形で終Ft科学が進んできたが，か

ならずしも実際には生かされていない.しかしこれから

はその活用を計らなければ， 日本はたちうちができ危く

なると思うのです.これもあちこちで話している事柄で

すが，日本が経済成長したのは戦後外国から世界中でも

っとも安い資源を買って，安い船賃で運び，非常に長い

海岸線を使った立地条件のし火、沿岸に工場をつくる，と

いうようないろんなメリットがあったからです.同時に

ヨーロツノ勺アメリカから技術導入をどんどんやったか

ら，ということがし、われる.ところが戦前も技術導入を

やったことになんら変わりはない.しかるに戦前lは安か

ろう悪かろうというような品物しかできなかった.とこ

ろが戦後になってはじめていい品物が安くできた.

これはなぜ、かと考えますと，その基本の l つは 1 E , 

QC というものが企業内に入って生かされたからだと忠

弘それまでは熟練に頼っており，製品ができてしまっ

た最後の検査をして，不良だ，あるいは良品だとわけ

た.最後の検査だけをして不良だとわかったときには大

変膨大な推量をやらないとその原同はわからない.とこ

ろが 1 E というものが入ってきて， ZD運動あるいは，

QCサーグル活動という形で，各企業の中で各工程ごと

にその現象を情報化をしてみんなでディスカッションが

できるという形にして改斧を加えていった.そのために

し、し、品物ができるようになったのだと私は考える(もち

ろん情報化できないことはL 、つでも残りますが).

そして 1 E , Q C ，管3m 工学あるいは経符工学という

形で学校で教えられていますけれども，在、はどうもそれ

は主として現場についてだけではなかろうかと思いま
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す.製造技術というものは首ーはなかった.それが 1 E , 

QCを通じて製造技術の管理ということがされるように

なった.

日Ijの表現をしますと，外国からいろんな革新技術を導

入すると情報化された形で入ってくる.しかし，たとえ

ば機械を買ったとき，そのインストラクションどおりに

やってもかならずしもうまくし、かない.私のところの例

でも，機械を動かす，経営するというようなダイナミッ

クなことはかならずしも情報化できない.いくら技術導

入をしてもダイナミックの製造技術はすべてを情報化す

ることはできずに熟練工に煩っていたので、うまくし、かな

かった それが現庄は情報化されて各工料ごとにやった

からうまく L 、くよう tこなった.

欧と米の技術格差は経営格差だった

ところが管理あるいは経符というほうは依然としてあ

まり情報化されていない.私が，4\J.!長，部長になったとき

に，上の人からいわれたことは「ま，しっかりやれよ j

だけです.それではちっとも仕事につながらない.去年

の情報化週間の講演で， 日本人のイリノイ大学の教授が

fH本には経符がない.経営のないようなところに働い

ている清い者はかわいそうだ」と話されているいずれに

しましでも終身雇用の中で経伝'を体得してやっていると

思います.つまり，経符工学がないということで，経符が

なかったら日本がこんなに経済成長をするわけがない.

ただ問題は経符の中トここういう 1 E だとかQC だとかO

R というものが入りこんでいない.これはどうしてもや

らなければならない.

コンビュータが出てきて大勢の人間の知忠が集められ

るようになったというのがつぎの社会の大きな特徴で

す.大勢の知恵を集めるということは，情報化しなけれ

ばできない.そのときにもっとも困るのが研究者です.

ところがアメリカはポラリス潜水艦だけで‘はなく，人工

衛星のときにも研究者を活用した.研究者とし、う個性の

強い人間の意見をうまく統合するために，パターン法と

かし、ろんな新しいことを考えた.ヒューリスティックな

考え方を利用した技術を開発し，コンピュータを使って

やった.そのためにうまくできた.

ところが弓いすぎになるとまずし、かもしれませんが，

そういう巨大産業というものが，せっかくヨーロッパや

アメリカにあるのに，残念ながらかならずしも日本では，

うまく生かされてない.したがって巨大技術の進み方は

日本では遅く，まだ研究者個人まかぜの点が多い.これ

も反省しなければなりません.

もうかれこれ 10年ほど前に欧米の技術格差が問題にさ

れた.いろんな方而でなぜヨーロッパとアメリカとに技
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術格差ができたのかとし寸討議のなかで，アメリカはけ

しからん，軍事用にどんどん国費を支出して，研究した

成果を民間にただで、使わせている.いわば民間企業の技

術は国が併究費用を出したものだ.金を払ってもし、L 、か

らアメリカの技術をわれわれに公開しろといったような

ことが最初いわれた.

ローマで、の討議に参加して私が非常にうらやましかっ

たのは，そこで欧米栴差の議論をする連中はみんな会社

のトッフだということて'--t. 1 BMのワトソンもいまし

た.それぞれの会社のトップが出てきていいたいことを

いっている.ヨーロッパ，アメリカ人は議論は議論とい

うことにして割り切っていますからどんどんやる その

結果として技術格差は出たけれどもそれはそれぞれの専

門家の持っている知恵をうまく集めることがヨーロッバ

は下手だからだ，ということになった.つまり経営栴差

だとし、うことになった.

同時に今度はヨーロッパは経1Ft格廷ができた原凶をい

ろいろさぐって， ビジネススクーノレだとかいろんなアメ

リカのまねをして経尚に対する勉強をはじめた.ケース

スタディといったような実際のものをもってきて， OR  

なら ORに容易にのっかるものもあるが，なかなかOR

にのつけるのがむずかしいものも多い.しかし，コンピ

ュ -ß が出てきたためにシミュレーションの活用もうま

くやれるようになった.しかし，そのためには企業，あ

るいは凶の実際にあるいわく L 、し、難しのものをできるだ

け解明し，情報化していってやるということをしないと

いけない.

また，欧米;では工学部，経済学部の先生は尖際の経験

がかなりないといけないという条件がついているので，

産業界に時々入りこむことになっている.失礼なことを

いうかもしれないが，日本は学校にいて非常に成績のい

い方がそのまま学校に残られたという場合が多く，実際

の経験が少ない.したがって，技術格?奈の原因が経符栴

差ということになると，他人とか大勢の人と一緒に開発

することについて考えうるようなことについて米国を参

考としながら進めてし、かなければならない.

経営科学を日本の社会に

なるほどコンビュータはヨーロッパより日本のほうが

早かった.ヨーロッパのほうが気がついたときには，も

う 75%のマーケットは IBMに握られてしまっていた

しかしヨーロッパは日本よりあとから気がついたけれと

も，それをプランニング・レベルにも使いだしている.

つまり経営格差であったということが頭にありますか

ら，プランニング・レベノLにもコンビュータを使おうと

している.

1977 年 3 月号

日本i土オペレーショナノレレベルで、は非常に使っている

し，自慢しでもいい.ところが残念ながらプランニング

レヘルlこはあまり使われていない.大勢の人間の知恵を

集める，つまり経常を現実に効ネ的にやるということが

将米を決するわけですから，日本のように国が小さく，

資源がなくて人だけが多いというころでは，人をいかに

うまく i:Hみ合わせるかという経常代Z理面に電点をおく反

省をしなければ対策は立たない.

それにはすでにわかっていることだけを救えるという

態度だげではまずいと思う 世の中にはすでにわかって

し、る事柄でいままで‘の科学技術をそのまま適応できるこ

とは一部でしかない わからないことのほうが多い.だ

から外国のように企業に学校の先生が入られると，先/]:.

の持っているヨーロッパ，アメリカの知識を企業に教え

てもらうと同時に，先生方は企業の中でし、かに俗っぽい

ことをやっているか d正門学をどう活かしているかとい

うことを学んでいただかないとまずい.すでにわかって

いる事柄を適用するということに，われわれは先生の力

を拝借しなければならん.しかしわからない現象の中か

ら新しい理論をヲ|っぱり出してもらうことも先生にやっ

てし、た;ピきたし\

そう 1，、うことをやっていただくためにも経尚科学をど

うしても現実に社会に入れるということを，先生方にお

願いしたい.また，一方からし、L、ますと，企業のトップ

が非常にまずい. r経営科学か， ORか，理屈だけではう

まくし、かなし、 J ， I コンビュータは技術者，若い人にまか

せておこう」という考え方があんがし、多い.そのへんは

お11 いに歩み寄ってなん左かうまい方法で実行すること

をよほど考えないと OR学会の発展もなかなかむずかし

いのではないかと思います.

非常'に俗っぽい，あるいはお気にさわることが，あっ

たかもしれませんが私は私なりに悪意;があってのことで

はございません これは情報化が下手なせいですのでご

符赦いえだきたし、と思います.

(きたがわ・かずえ 住友電工相談役)

一一書評者募集

つぎの本が学会に届けられています [4)は巾出れば届
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